
困ったときの知恵袋

【相談】

№ 193

【回答】

タップ加工に「N-SP」と「N+SP」を使っています。

どちらも生産終了していると聞いたのですが、後継品を教えてください。

「N-SP」の後継品は「SP」、

「N+SP」の後継品は「+SP」となりました。

下記の【解説】に後継品になった理由を記載しましたので、

タップ加工の参考にしてください。

「N-SP」と「N+SP」の後継品

【解説】

旧「N-SP」は後継品「SP」となりました。寸法範囲はM1.2～M64です。

旧「N+SP」は後継品「+SP」となりました。寸法範囲はM2～M12です。

「総合カタログ 2025-2026(JIS)電子版①-55」より抜粋

永らく、ご好評いただいた「N-SP」・「N+SP」でしたが、加工環境の変化に追従し、

市場のニーズにマッチした「SP」・「+SP」へ商品を改善しました。

「SP」は、ボール盤やマシニングセンタ等の低速加工用／非同期送りです。

「+SP」は、マシニングセンタ等の中速加工用／同期送り推奨です。

お客様の加工環境に合わせてお選びください。

下の図は、「SP」と「+SP」における「被加工材」と「タッピング速度」「同期送り領

域」を表した体系図です。タップの選定にご利用ください。

関連資料 困った時の知恵袋№020【SPと＋SPの違い】

ちなみに「N-PO」と「N+PO」も生産終了となっており、上記同様

「PO」と「+PO」となりました。

寸法範囲：「SP」M1.2～M64、「+SP」M2～M12

「PO」M1.2～M50、「+PO」M3～ M6

タップの各部寸法については総合カタログやリーフレットをご確認くださいね。
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